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意見公募によって提出いただいた意見及び反映結果

※意見公募は政策等の賛否を問うものではありません。有用な意見を政策等に反映させるため，意見の内容に着

目し，これを考慮した市（実施機関）の考え方を掲載しています

※類似の意見に対しては，まとめて市（実施機関）の考え方を掲載したものがある場合は，意見項目数と一致し

ません

※詳細は別紙のとおり

施 策 案 の 名 称 取手市教育振興基本計画（案）

意 見 募 集 期 間 令和７年１月１５日から令和７年２月１５日まで

意 見 提 出 者 数 ８人

提 出 意 見 数 ７件（うち１件は２人連名）

意 見 項 目 数 ３０件

意 見 提 出 の 内 訳

直接窓口へ持参 １人（２人連名） １件

郵 送 なし

フ ァ ク ス なし

電 子 メ ー ル ６人 ６件

意 見 の 反 映 結 果

Ａ 案に反映させたもの（反映・修正箇所がわかるもの

を添付）
３件

Ｂ 意見の趣旨が既に案に盛り込まれているもの １件

Ｃ 今後の取り組みにおいて参考にするもの １８件

Ｄ 案に反映できないもの ０件

Ｅ その他（感想・賛否のみなど） ８件

匿 名 等 に よ る

意 見 提 出 者 数
０人
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※ご意見は原文のまま掲載しています。ご意見の一部に個人情報に該当する情報が含まれていますが、教育委員会において意見提出者及び当該個

人に確認したところ、原文のまま掲載することを希望されたため、その希望を尊重してマスキング・修正などを施すことなく掲載しています。

番号
該 当

ページ
意見 市（実施機関）の考え方

反映

区分

1-1 2 取手市教育振興基本計画(案)について、訂正案を根拠

とともに2つ述べます。

一点目です。まず、『令和3年度～令和6年度』版と

『令和7年度～令和10年度』版を比較します。特に下線

部の部分をご覧ください。

令和3年度～令和6年度

1 計画策定の背景と趣旨

取手市教育委員会は，平成28年3月に取手市が策定し

た第六次取手市総合計画「とりで未来創造プラン2016」

及び「取手市教育大綱(平成28年度～平成31年度)」の

趣旨を踏まえ，国の第2期教育振興基本計画及び茨城県

のいばらき教育プランの考え方を参考としながら，平成

29年3月に第二次となる「取手市教育振興基本計画(平

成29年度～平成32年度)」を策定しました。この計画を

もとに，取手市の教育目標の実現を目指して，教育上の

重点施策の総合的かつ計画的な推進に取り組んできまし

た。

この間，取手市教育委員会では，平成27年11月当時

に市立中学校に在籍していた生徒が学校におけるいじめ

と不適切な指導により自ら命を絶った事案について，茨

城県による調査の結果を受けて，取手市いじめ問題専門

委員会から，取手市立中学校の生徒の自死事案に係る再

発防止策の提言を令和2年1月にいただきました。その

提言を受けて，亡くなった生徒への追悼と深い反省に立

ち，中学校での全員担任制及び小学校でのチーム指導の

【教育総務課・指導課】

「平成27年11月に市立中学校生徒が自ら命を絶ったこ

とへの追悼と深い反省を忘れることなく、」という表現に

ついては、取手市教育委員会が、自死の兆候に気付くこ

とができず、尊い命が失われてしまったこと、またその

後の誤った判断により、適切な対応ができなかったこと

への猛省が込められています。

この深い反省の意味が広く市民の皆様にも伝わるよう

に、この部分に関しては、次のように修正いたします。

「この間、取手市教育委員会は、平成27年11月に市立

中学校生徒が自ら命を絶ったことへの追悼と、自死の兆

候に気付くことができず、尊い命が失われてしまったこ

と、またその後の誤った判断により、適切な対応ができ

なかったという深い反省を忘れることなく、中学校での

全員担任制及び小学校でのチーム指導の導入、教育相談

部会の設置、学校における2学期制の導入といった「取

手市の新しい学校教育3つの取組」の定着を図るととも

に、教育総合支援センターの機能拡充など、児童生徒が

安心して過ごせる環境及び体制の整備を継続してきまし

た。」

Ａ
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導入，教育相談部会の設置，学校における2学期制の導

入といった「取手市の新しい学校教育3つの取組」を令

和2年度から開始するとともに，教育総合支援センター

の機能拡充を図るなど，再発防止策の充実に努めてきま

した。(後略)

令和7年度～令和10年度

1 計画策定の背景と趣旨

取手市教育委員会は、第六次取手市総合計画「とりで

未来創造プラン2020」及び「第2次取手市教育大綱(令

和2年度～令和5年度)」の趣旨を踏まえ、国の第3期教

育振興基本計画及び茨城県のいばらき教育プランの考え

方を参考としながら、令和3年3月に第3次となる「取

手市教育振興基本計画(令和3年度～令和6年度)」を策

定しました。この計画をもとに、取手市の教育目標の実

現を目指して、教育上の重点施策の総合的かつ計画的な

推進に取り組んできました。

この間、取手市教育委員会では、平成27年11月に市

立中学校生徒が自ら命を絶ったことへの追悼と深い反省

を忘れることなく、中学校での全員担任制及び小学校で

のチーム指導の導入、教育相談部会の設置、学校におけ

る2学期制の導入といった「取手市の新しい学校教育3

つの取組」の定着を図るとともに、教育総合支援センタ

ーの機能拡充など、児童生徒が安心して過ごせる環境及

び体制の整備を継続してきました。(後略)

(意見)

今回作成されている、令和7年度～令和10年度の取手

市教育振興基本計画(案)には、「深い反省を忘れることな

く」とあります。これは、令和3年度～令和6年度の取
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手市教育振興基本計画に記載されている、平成27年11

月の市立中学校生徒の自死に関する「茨城県による調査

の結果を受けて」の「学校におけるいじめと不適切な指

導により自ら命を絶った」ことへの「深い反省を忘れる

ことなく」と読み取れます。

県による調査結果には正確さを欠いた部分がありま

す。調査委員会の報告書(2019年3月公表)の冒頭部に

は、「本事案の特徴」として、「本事案は、担任教諭の学

級運営や指導等の言動が、クラス内の生徒の関係性に変

化をもたらし、本件生徒に対するいじめを誘発し、助長

した、という点に大きな特徴がある。」とも書かれていま

す。これは司法判断において、明確に否定されていると

ころです。「茨城県による調査の結果」が、元担任に対す

る、違法な懲戒処分を導いてしまいました。一方、最も

重い処分を受けた元担任の指導には、全く違法性があり

ませんでした。それが地裁及び高裁において共通する判

決要旨です。令和6年1月12日の水戸地裁、及び、令和

6年10月31日の東京高裁の司法判断をご確認くださ

い。

この文書により、再び、元担任に対して、誤解が生ま

れ、誹謗中傷につつまれる恐れがあります。「深い反省を

忘れることなく」との表現は不適切です。再びの、元担

任への人権侵害にむすびつく恐れがあります。もしその

まま載せるのであれば、裁判結果についての注釈をつけ

るべきです。先の市議会における「司法判断を真摯に受

け止める」との市長以下の方々の答弁とも矛盾していま

す。

次に公文書としての不備について述べます。「取手市の

新しい学校教育3つの取組」にある、『中学校での全員担

任制及び小学校でのチーム指導の導入』、『教育相談部会
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の設置』、『学校における2学期制の導入』は、児童生徒

の自死、不登校やいじめ、貧困、社会構造の変化などに

総合的に対応するために行っているのではないですか？

下線部の、社会的な注目を集めた痛ましい事例をひとつ

だけあげ、3つの取組にむすびつけるのは、恣意的なも

のを感じるとともに、不十分です。

(訂正案) ※ 『令和7年度～令和10年度』版の下線部

を以下に訂正します。

この間、取手市教育委員会では、児童生徒の自殺防止

や不登校、いじめの対策、貧困、社会構造の変化などに

総合的に対応するために、

1-2 16 二点目です。

教育施策の柱1

児童生徒が安心して過ごせる環境及び体制の整備

重点施策1-1 誰もが安心して学びに向かうことができ

る支援体制の充実

目標

不登校やいじめ、貧困など、コロナ禍や社会構造の変

化を背景として子どもたちの抱える困難が多様化・複雑

化しています。このような状況下、誰一人取り残され

ず、相互に多様性を認め、高め合い、他者のウェルビー

イングを思いやることが重要であり、全ての児童生徒に

対して、学校が安心して通える魅力ある教育環境の実現

が求められています。

取手市教育委員会では、平成27年11月に市立中学校

生徒が自ら命を絶ったことへの追悼と深い反省を忘れる

ことなく、令和2年4月より、取手市立小中学校におけ

る「(中学校)全員担任制」「(小学校)チーム指導」「教育

相談部会システム」などの取組の推進、また、教育総合

支援センターの相談業務の充実など、令和5年4月に施

【教育総務課・指導課】

1-1の回答と同様に、修正いたします。

Ａ
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行された「こども基本法」の趣旨にも合致する、子ども

の声を聴くことを大切にしながら子どもたちを支える体

制を整えてきました。

(意見)

既に申し上げた理由により、以下の訂正が必要です。

① 波線の下線部、『不登校やいじめ、貧困など、コロナ

禍や社会構造の変化』を『児童生徒の自殺防止や不登

校、いじめの対策、貧困など、コロナ禍や社会構造の変

化』とする。

② 下線部、『平成27年11月に市立中学校生徒が自ら命

を絶ったことへの追悼と深い反省を忘れることなく、』を

『上記の目標の実現のため』と訂正する。

【まとめ】

「取手市の新しい学校教育3つの取組」の廃止を求め

ているのではありません。その施策による、具体的な効

果を明らかにしたうえで、存続すればよいと考えます。

ただし、平成27年11月に市立中学校生徒が自ら命を

絶ったことは、担任の不適切な指導に起因したという事

実はありません。それにも関わらず、それを再び想起さ

せる恐れのある表現です。

元担任は、県教委や市教委の、平成27年11月の市立

中学校生徒の自死に関する正確さを欠く情報流布によ

り、数限りない誹謗中傷と被害を受けてきました。その

ことを苦に、令和31年に自殺未遂を図っています。そし

て、司法判断により、徐々に名誉は回復されつつありま

す。

もっと表現に慎重であるべきです。取手市教育振興基

本計画が案の通り、確定すれば、現在検討中とされてい
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る、取手市教育委員会のホームページ内の、『取手市いじ

め防止基本方針』や『取手市立中学校の生徒の自死事案

について』も、それを反映したものになるはずです。取

手市は、ハラスメントを繰り返してはいけません。再考

を強く要望します。

2-1 6 さて、P4に書かれている【目標】「未来を拓く、豊か

なこころと個性を育む」という目標は、とても大切な目

標だと思います。しかし、基本方針１やP6の教育施策の

4つの柱の(2)に書かれている内容については、疑問が残

ります。基本方針１上から2行目にある子どもたちが未

来を創り出す人材として大きく飛躍していくにはの「人

材」という言葉です。子どもたちが未来を創り出す人で

あるのは事実だと思いますが、「人材」という言葉には、

才能があり、役に立つ人、有能な人物という意味があり

ます。この意味をそのまま当てはめますと、「子どもたち

が未来を創り出す役に立つ人として」となります。「役に

立つ人」でないとダメですか？ 一般的に「役に立つ」

と言うと、「社会に役に立つ」という意味に捉えられま

す。逆に言えば、「社会に役に立たない人」というのは、

いるのでしょうか？「社会に役に立つ人」として大きく

飛躍していくには、ありのままの自分ではなく、背伸び

をしなければならない、努力、頑張らなくてはならなく

なります。それって、ウェルビーイングなのでしょう

か？子ども真ん中でしょうか？

「人材」となっているので、P6の教育施策の4つの柱の

一つが、「持続可能な社会の作り手を育成する学校教育の

充実に」となってしまったのだと思います。子ども一人

一人は、持続可能な社会の作り手のために存在している

わけではありません。それこそ、大人もそうです。「誰か

のために役に立つ人」でないと思ってしまうだけで、自

【指導課】

「人材」、「人材の育成、人材育成」という言葉に関しま

しては、国の教育振興基本計画の複数箇所で多数活用さ

れている言葉の1つです。また、茨城県においては「人

財」という言葉を使っています。本市としましては、国

や県の教育振興基本計画の考え方に基づき、市の教育振

興基本計画を作成しております。国や県の方針に基づき

「人材」という言葉をそのまま活用させていただきたい

と考えます。ご心配されるご意見に関しましては、今後

の教育活動の参考にさせていただきます。

Ｃ
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己肯定感が低くなりますし、生きているのが辛くなりま

す。「人材」を「人」に変えて欲しいと思います。

2-2 13 そしてもう一点、P13に、子どもの意見の聴取として、

アンケート調査をし、その結果が載っています。その結

果を読みますと、子どもたちは、「先生との対話」をする

時間をとても求めているように感じました。取手市で

は、学校連携支援員やスクールカウンセラーやスーパー

バイザーなど児童生徒が安心して過ごせる環境及び体制

の整備に力を尽くしていると思っていますが、「先生との

対話」をもっと増やせるような政策を考えなければなら

ないと思います。例えば、他市で実施されているよう

な、理科の実験の補助をするような授業サポート者を雇

用するなどの検討をする必要があると思います。

【指導課】

子どもたちと教員が対話をする時間をもっと増やしてい

かなければならないというご意見、誠にその通りである

と捉えております。現在も教員をサポートする様々な人

材を活用しておりますが、今後もより一層充実させてい

きたいと考えております。

Ｃ

3-1 13 アンケート結果から、子どもたちはまだまだ話を聞いて

もらっていない、聞いてほしいと感じているので、子ど

もたちの声を聞く具体的な施策を入れてほしいです。相

談する時間を作る、相談できる大人を増やすなど。

【指導課】

子どもたちの声を聞くために、今回のようなアンケート

は今後も実施していきたいと考えます。また、子どもが

気軽に相談できるように、個別面談の充実や、相談室の

環境整備を行っていきたいと考えております。

Ｃ

3-2 34 地域の方々がもっと、生徒たちと関われれば良いとも感

じます。保護者同士の関わりが少ないので、保護者同士

がもっと連携でき、学校や先生たちと協力できることも

増えれば、先生たちの負担を減らすことにも繋がるので

は… PTAの在り方も見直すところに来ているようにも

思えます。高井小が改革をされているようで、参考にさ

れてもよいかもしれません。

【指導課・生涯学習課】

令和６年度より市立小中学校は全校、コミュニティ・ス

クールとして学校運営協議会を設置しています。学校運

営協議会では、学校や地域の課題解決に向け、話し合い

を進めております。学校運営協議会を通じて、学校と地

域の方々がつながり、学校は地域の応援団、地域は学校

の応援団というような関係性を構築していきたいと考え

ます。学校、地域の皆さん、保護者が一つになり、子ど

もたちの豊かな成長のために様々な取り組みを進めてい

ければと考えております。保護者同士の連携やPTAの在

り方についても、今後の参考とさせていただきます。

Ｃ

3-3 30 農業がさかんな県ですので、もっと農業の体験や、学校 【指導課・保健給食課】 Ｃ
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に畑を作って栽培し収穫し食べることなどできると良い

と思います。耕作放棄地で大豆を作り、味噌を作って給

食で使うとか。地域活性化にも繋がるのでは。

子どもたちは体験を通じて大きな学びを得られると考え

ております。農業体験はもちろんのこと、農業に限らず

様々な体験的な学習活動を行うことで、子どもたちの学

びを充実させていきたいと考えます。

なお、味噌などの加工品については、給食で使用する場

合、食品衛生法等に基づく営業許可が必要な品目となり

ます。営業許可を受けており、かつ子どもたちが収穫し

た大豆等の加工を受託していただける事業者があれば、

給食での使用は可能と考えます。今後、給食提供に適す

る量の作物の収穫が見込めるようになった場合は、地産

地消推進の一環として、検討していきます。

3-4 13 授業をおもしろくしてほしいというアンケート結果もあ

りました。体験型の授業を増やすと良いと思います。そ

れが数学や理科、社会、国語など全てに繋がっていま

す。ただ聞くだけの受け身の授業ではなく、自主性主体

性を育む教育にシフトしていくのがこれからの教育にも

とめられることではないかと思います。

【指導課】

体験型の授業については、3-3の回答と同様です。

自主性・主体性を育む教育については、現在、小中学校

においては、教員が教える授業から子どもが自ら学ぶ授

業への転換を課題として取り組んでいます。子どもたち

一人一人が自ら学ぶ授業を構築していきたいと考えま

す。

Ｃ

4-1 - 問1：リーダーにとって、テーマを定めることと、資金

や人材を集めるためにビジョンは極めて重要です。日本

の公教育の場合、テーマを定め、資金や人材を集めてお

られますか。

【教育総務課】

取手市では、ふるさと取手応援寄付制度（いわゆる「ふ

るさと納税」）を通じて「未来を担う子どもたちを応援す

る事業」や「歴史・文化・芸術活動を振興するための事

業」への寄附金を募集しており、毎年度、多額のご寄付

をいただいています。

Ｅ

4-2 - 問2：常に全体像を示す必要があると思いますが、いか

がでしょうか。

1.全体像を示す必要があるでしょう。

・全体像を描く（世界、日本、茨城県、県南、取手市

等）。

2.振興すべき課題を示す必要があるでしょう。

【教育総務課】

取手市の全体像という意味においては、将来における市

のあるべき姿と進むべき方向についてのまちづくりの基

本的な指針として、取手市総合計画を市長が策定してい

ます。

Ｅ
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・課題を示す（日本、茨城県、県南、取手市等）。

3.解決する道筋を示す必要があるでしょう。

・解決方法を示す（取手市）。

4.今後の課題は何でしょうか。

・今後の課題を示す（取手市）。

また、取手市総合計画を踏まえて、教育、学術及び文化

の振興に関する総合的な施策の大綱として、取手市教育

大綱を市長が定めています。

これら総合計画及び教育大綱に基づき取手市教育振興基

本計画を策定しており、取手市の教育分野における課

題、今後の目標、その実現手段を重点施策としてまとめ

ました。

また、教育振興計画の推進にあたっては、PDCAサイクル

を意識した事務点検評価を毎年度行い、重点施策におけ

る課題の改善・解決に取り組んでいます。

4-3 - 問3：各都市の目標を考えてみませんか。

・茨城県：活力あり、県民が日本一幸せな県「県民一人

ひとりが未来に希望を持つことができ、自身のなりたい

自分像に向かって一歩でも二歩でも近づいていけるよ

う、挑戦を続けられること」を幸せな状態と定義してい

る。

・取手市：「ぬくもりとやすらぎに満ち、共に活力を育む

まちとりで」

世界を見ますと、ウェルビーイングは普遍的な潮流で

す。当県は独自の幸福度指数を定めていて、やる気構え

が伺えます。ご参考：オランダのエラスムス大によって

運営されている世界幸福度ランキンング（ワールド・デ

ータベース・オブ・ハピネス）が著名です。）

・自分の住む都市の目標だけでなく、世界、日本全国の

都市のビジョンを比較することは有意義だと考えます。

【教育総務課】

取手市の都市としての目標という意味においては、将来

における市のあるべき姿と進むべき方向についてのまち

づくりの基本的な指針として、取手市総合計画を市長が

策定しています。また、総合計画の中の基本構想におい

て、長期的な展望に基づくまちづくりの基本的な理念と

将来の目指すべき都市像を示しています。

なお、教育分野における目標については、取手市教育振

興基本計画の中に「取手市教育目標」として明記してい

ます。

Ｅ

4-4 - 問4：日本の公教育の変革力は致命的に弱いと思われま

すか。

経済協力開発機構（OECD）による学習到達度調査

「PISA2022」において、日本は数学的リテラシー一位、

読解力（2位）、科学的リテラシー（1）位と3分野で世

【教育総務課・指導課】

総合教育会議での議論を経て令和6年3月に市長が定め

た「第3次取手市教育大綱」においても、「子ども達が生

きる未来は、社会の急速な変化とともに、答えが予測で

きない時代」であり、「子どもたちは、ごく身近な存在と

Ｃ
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界トップ級の成果を上げた。確かに一定水準の知識と技

能を幅広く習得、訓練することに関して日本の義務教育

の水準は高い。だが、「自ら考え正しく判断できる力をも

つ児童生徒の育成」を目標に掲げた教育改革が1980年か

ら始まっているのを思い出すべきである。この40年以上

前に掲げられた目標が今、評価に値する成果を上げてい

ると考えている人は恐らく一人もいない。オックスフォ

ード大学教授の苅谷剛彦氏が「日本の学歴では世界では

勝ち抜けない。日本の中だけで通用している。」と著書で

述べている。抜本的な改革が必要だが、自ら変革しよう

とせずに、改革は生まれない。改革理論の樹立とその実

践は、他人が行うものではなく自ら行わなければならな

いものだ。

生成AIは多くの職業や仕事のあり方に大きな影響を及ぼ

しつつある。これまで人間にしかできないと思われてい

た創造的な仕事までAIに代替される可能性が出てきた。

このような過去との連続性を絶つような技術革新が出現

して、社会や労働環境が過去には想像もできないものに

なってしまう。今こそダ―ウィンの「変われるもののみ

が生き残れる」という言葉を噛みしめて準備することが

肝要である。

漠然と新しい技術を学んでも効果は薄い。とくにAI時代

に重要なのは、「問題を解く力」よりも「問題を設定する

力」であろう。従来の日本の教育では、この力の育成が

不十分であった。

「解く力」はAIが得意としている。人間の欲求を把握・

整理し、新たな課題を見出し解決する方向を示すこと

が、AIにできない人間ならではの能力として今求められ

る。教育の転換が必要なことは、誰しも感じていること

であろう。

なる生成AIの安全で効果的な活用」と「必要な知識や情

報を選択し、自ら課題を設定し、時代に応じた資質・能

力を身に付けていくことが必要」であることが明記され

ています。そのような時代の変化を踏まえ、取手市の教

育においても、未来を創り出す子ども達を支える体制を

整えてまいります。

特に、AI時代に重要な力として、「問題を解く力」より

も「問題を設定する力」であるとの示唆をいただき、そ

の通りだと捉えております。自ら課題を発見・設定し、

自ら解決していく力をより一層育んでいくことが大切で

あると考えます。いただいたご意見は今後の教育活動に

参考にさせていただきます。
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10年来の学習指導要領の改訂にむけて、高校は義務教育

ではないのだから、少数の好きな科目を選択して深く学

んだ方が学ぶ意欲がわく。学習指導要領も、高校につい

てはもう要らない。元文部科学副大臣の鈴木寛さんが、

そんな思い切った問題提起をしている。

OECD（経済協力開発機構）の学力調査で、日本の15歳は

成績こそトップクラスだが、一番大事な自発的に学ぶ意

欲に欠け、自己肯定感も低い。加えて、大人になって最

も学ばないのが日本人だ。ほぼ全ての人が受ける教育の

最終ステージである高校のあり方は、ドラスティックに

見直す必要がある。

4-5 - 問5：高専をつくったり、マイスター制度を見習ったり

する必要性がありませんか。

・高卒後すぐ社会に出るには、普通高校では無理がある

のではないか。ドイツのマイスター制度等に学ぶべき点

があるのではないか。

・世界で活躍する意思をもつ者は、高校3年から留学す

るとよいと考えるが、いかがでしょう。

【教育総務課】

学校教育法第1条に定める高等専門学校（いわゆる「高

専」）の中で公立校は3校しかなく、そのうち市立は神戸

市立工業高等専門学校の1校しかありません。また、深

く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成するこ

とを設置目的としていることから、高度なレベルの施

設・設備・教員を確保・維持することが必要となるた

め、取手市の負担において高等専門学校を新規に設置す

ることは現実的ではありません。

なお、国の厚生労働省において、ドイツのマイスター制

度等を参考に「ものづくりマイスター制度」を実施し、

若年技能者の人材育成を行っています。各分野のマイス

ターが高等学校に派遣されて指導を行う事例が報告され

ています。

Ｅ

5-1 22 1－4放課後こどもクラブの充実の目標で、安全で安心な

こどもの活動拠点を目指します。と記されていますが、

安全で安心、自分らしくいられる、こどもの活動拠点を

目指します。にして欲しいと思います。

【子ども青少年課】

ご意見の趣旨は、目標に含まれていると認識していま

す。

Ｂ

5-2 34 2－6コミュニティ・スクールの推進は、とても良い取り 【生涯学習課】 Ｃ



（書式６）

13

組みだと思います。学校、保護者、地域の皆さんが協力

し、子どもたちの豊かな成長を支えて欲しいと思いま

す。

令和6年度から市立小中学校全校がコミュニティ・スク

ールとなりました。地域や保護者の皆さんで課題解決に

向け議論し、子どもたちの成長を支える体制ができてお

ります。今後活動がさらに有機的に広がりますよう支援

をしてまいります。

5-3 38 3－2地域の輪が広がる公民館の活用の推進の目的で、公

民館を地域の学習拠点施設とし、とありますが、学習拠

点だけでなく、集える場・居場所としても使用できるよ

うな場所にして欲しいと思います。

【生涯学習課】

公民館が地域住民の皆様が気軽に集い、交流の場として

活用されるよう利用促進を図ってまいりたいと考えてお

ります。

Ｃ

6-1 - パブリックコメントを求めるときにWord記述を求めるこ

とをそろそろやめてほしい、Wordはパソコン立ち上げて

入力しないと使いにくいアプリ。現在パソコンが家庭に

ない世帯がどのくらいあるかは役所のほうが知っている

はず。広く意見を求めるのであればスマートフォンから

入力できるようにMicrosftFormsくらいは活用すべき

（ICTやDXを子どもたちに言うのであればなおさら）。

【教育総務課】

今後、教育委員会において意見募集を行う際は、オンラ

インフォーム機能を用いてご意見を入力できるようにし

てまいります。

Ｃ

6-2 - ・学校施設以外の自習スペースを作るべき。ウェルネス

プラザロビー、たいけんじびじゅば周辺など机と椅子が

あるスペースは土日や放課後に勉強する学生でいっぱい

で、足りていない状況。取手市周辺の学生がお金をかけ

ず存分に勉強できるように自習スペース作りをしてほし

い。自宅と学校以外の場所で安心して勉強できる場所が

必要な子どもがたくさんいる、学習遺徳のある子どもを

サポートすることは取手市の発展につながる。

【生涯学習課・図書館】

現状でも、公民館の図書室やロビーなどのフリースペー

スは開放しております。図書室としては、寺原公民館や

永山公民館、小文間公民館、久賀公民館の図書室などは

解放しておりますので、今後必要に応じて周知をしてま

いりたいと思います。

また、図書館の学習席や学習室は、子どもから大人まで

多くのかたの自習や読書にご活用いただいております

が、さらなる周知に努めてまいります。

Ｃ

6-3 20 ・こども１１０番の家事業のオーナーが市役所なのであ

ればPTAに管理を丸投げしないでほしい。登録されてい

る方のセンシティブな個人情報を何の権限もない一般保

護者が持っている状態は異常。１１０番の家に登録され

た方もその状況を知らないのではないか？

【学務課】

「こどもを守る110番の家」事業につきましては、各学

校が窓口となり、ご協力いただいているところです。学

校によってはPTAと共同で事業を推進している例もあ

り、協力依頼などをする際に学校長・PTA会長の連名で

Ｃ
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文書を発出しております。今後も個人情報の取り扱いに

注意しつつ、事業を推進してまいりたいと考えておりま

す。

6-4 20 ・イノシシ情報を各学校からHome&Schoolで配信しない

でほしい。多くの保護者がどうせイノシシと思って配信

される重要なお知らせや緊急性のあるお知らせを見なく

なる弊害が起きている。学校発ではない方法で周知する

ように変えてほしい（教育委員会チャネルや警察チャネ

ルで配信してほしい）。

【学務課】

イノシシの目撃情報につきましては、児童生徒の安全確

保のため、目撃情報が寄せられたときに配信しておりま

す。これまで、配信の見直しを行い、目撃情報をまとめ

て1日に1回の配信としました。今後も、配信のあり方

について検討してまいります。

Ｃ

6-5 22 ・放課後学童とは別で、調布市の実施している「あそび

ば」のような屋根のついた公園として学校施設で遊べる

ようにしてほしい。おかしな大人が来ない、安全でトイ

レにも行ける場所で子どもが安心して遊べるとよい。

【子ども青少年課】

ご意見として承ります。

Ｅ

6-6 24 ・道徳どころかこどもの人権が軽視されていることが多

いと感じる。たとえば二中ではこどもたちが体育で着替

える場所がないといって制服の中に体操着上下を着て毎

日登校することを強いている。体育がない日でも掃除の

ときには体操着になるのだという。下着や裸さえ見られ

なければ着替える姿を人に、異性に見られても問題ない

のだろうか？体操着を制服の中に着ること自体も着替え

のことも教員は自分だったら嫌であることをこどもに強

いているのではないか？少なくともスーツの教員や教育

委員会職員で毎日服の中に上下ジャージを着ている人は

いないだろう。一方で地域の方からの通報で女子生徒が

スカートの中にジャージを着ている着こなしが中学生ら

しくないと注意するお知らせが配信されている。ダブル

スタンダードが過ぎるのではないか？

【指導課】

いただいたご意見は、各中学校とも共有し、今後の教育

活動に参考にさせていただきます。

Ｃ

6-7 30 ・食育よりも給食の箸持参をやめて学校で用意してほし

い。私画素だった自治体では３０年前にはすでに学校で

カトラリーは提供されていたので取手市のやり方に驚い

【保健給食課】

児童生徒が個人の箸を持参することは、手の大きさ等、

自身の身体に合った箸を使うことで正しい箸の使い方を

Ｅ
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ている。箸持参の社食もファミレスも無いがプラスチッ

ク箸が原因の食中毒は起きていないだろう。働き詰めの

親の家事を増やさないでほしい。

身に着けることにもつながるため、成長に合わせて各ご

家庭でご用意いただくこととしております。現在のとこ

ろ箸持参の廃止予定はありませんが、給食運営に対する

ご意見として承ります。

6-8 32 ・PTA会員情報や児童情報の取り扱いが雑すぎて一般保

護者のどんなセキュリティ対策がとられているかもわか

らない端末やクラウド上に個人情報が扱われていること

が問題と感じる。教員端末もおそらく高いライセンス費

用をMicrosoftに税金で払っているのだから最大限に活

用して教育現場の業務効率推進とセキュリティ向上（個

人情報保護）をしてほしい。たとえば保護者やPTA組織

にもクラウドの一部を割り当てて制限のある権限付与を

することで、外部に余計な個人情報が出ていくことをち

ゃんと取手市が手動してpロセスを作って防いでほし

い。取手市はPTAは関係ないとして放置せず、社会教育

団体を指導する立場として関与してほしい。調査すれば

学校から生

徒名簿をPTAに渡す情報漏洩があちこちで発生している

ことがわかるはず。あわせて学校現場での適切な個人情

報取り扱いを指導してほしい。

【学務課】

ご指摘のありました、学校における適切な個人情報の取

り扱いについては、引き続き周知徹底を図ってまいりま

す。また、学校とPTA間の個人情報に対するご意見につ

いては、今後の参考とさせていただきます。

Ｃ

6-9 34 ・学校にとって都合の良さそうなメンバー（PTAのOB、

自治会、民生委員等）で固めず、子どもにとって真に都

合の良い人選をしてほしい。

【生涯学習課】

学校運営協議会委員については、学校長の推薦を受け任

命をしております。同協議会は、学校長の学校経営のパ

ートナーになります。よりよい環境で子どもたちが過ご

せるよう、学校長が適切な方を専任できるよう支援をし

てまいります。

Ｃ

7-1 22 [１－４放課後子どもクラブの充実について]

〇児童クラブのアンケートで「そう思う、ややそう思

う、ふつう」を含めて（86%）とあるが「ふつう」は肯定

的な意見ではない（肯定でも否定でもない）のではない

【子ども青少年課】

ご意見として承ります。

Ｅ
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か。肯定的な意見が多い印象を与えるために「ふつう」

を入れているようにも感じてしまう。「そう思う、ややそ

う思う」の二つの項目で80％以上をめざすべきではない

か。

7-2 22 〇「学校施設を活用して」とあるので、もっと学校の施

設を柔軟に使えるようにしていくといいと思う。学校ご

とに子どもクラブを設置している取手市だからできるこ

とななではないか。

【子ども青少年課】

ご意見として承ります。

Ｅ

7-3 26 【２―２自ら課題を見付け…】

〇「取手市の特徴を生かしたSDGｓをふまえた環境教

育」とあるが、英語教育とアートの施策のみで、自然を

生かした活動位置付けられていない。取手の豊かな自然

を生かした体験活動を通して、児童生徒の探究的な学び

の充実を図っていただきたい。

【指導課】

ご指摘いただいたことを参考に、施策の内容に、SDGsを

踏まえた環境教育について、市立小中学校全校で取り組

む、探究的な学びの充実を図る、サステナブル学習プロ

ジェクトについて別紙のとおり追記させていただきま

す。

Ａ

7-4 30 【２－４健やかな身体の育成と学校保健…】

運動やスポーツに要体力向上や食育と共に大切なのが、

規則正しい生活習慣であると考える。家庭教育との連携

を図り、『早寝早起きあさごはん』の大切さを今改めて周

知しても良いのではないか。（いろいろな考えがあるかと

思いますが…）ICT機器の活用やタブレットを用いた学

習の充実も求められているかもしれないが、そこと並行

して生活習慣が乱れないような施策も同時に進めていく

必要があるのではないか。また、市や学校だけでは難し

い部分もあるので、ぜひ家庭と連携してPTAやコミュニ

ティスクールなどとも連携して進めていく方法があると

良い。子どもの健やかな成長には、家庭と学校と情勢の

連携が不可欠だと考える。私たち保護者も一緒に子ども

たちの未来を考えていきたい。

【指導課・保健給食課】

子どもたちの健やかな身体の育成を図るためには、規則

正しい生活習慣の確立は、欠かせない大切な視点と捉え

ています。また、このことを子どもたちに習慣付けるに

は、ご指摘いただいた通り、家庭、地域の協力が重要で

あると考えております。今後、コミュニティ・スクール

における学校運営協議会と連携しながら、家庭、地域と

の協力体制を強めて、子どもたちの成長を支えていける

ようにしたいと考えます。

Ｃ

7-5 12 【こどもの意見の聴取】

子どもたちにアンケートを取り、意見を取り入れようと

【指導課】 Ｃ
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※意見公募は政策等の賛否を問うものではありません。有用な意見を政策等に反映させるため，意見の内容に着目し，これを考慮した市（実施機関）の考え方を掲載し

ています。

していることはとても良いことだと思う。しかし「内容

を精査して可能な限り繁栄…」とあるが、実際にこのア

ンケートの結果を、具体的に、いつまでにどのように、

どう生かしていくのか、今後の展望が見えない。そして

子ども達が自分自身でつくっていく、という主権者教育

の視点がほしい。

子どもたちからの意見については、すぐにでも実行可能

なこと、例えば、子どもたちと教員が対話をする機会を

増やすということに関しては、すぐに実行していきたい

と考えます。

検討が必要なことについては、教育振興基本計画に関わ

らず、十分に検討した上で実施できるものについては、

行なっていきたいと考えています。

また、主権者教育については、自ら考え、意見をもち、

行動できる力を育むことは、これからの時代を生きる子

どもたちにとても大切な力であると捉えております。こ

のような力を育んでいけるよう、子どもの意見を取り入

れながら、特色ある取組を行なっていきたいと考えてお

ります。
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別紙

取手市教育振興基本計画（案）修正箇所

ページ番号 修正後 修正前

2 この間、取手市教育委員会は、平成27年11月に市立中学校生

徒が自ら命を絶ったことへの追悼と、自死の兆候に気付くこと

ができず、尊い命が失われてしまったこと、またその後の誤っ

た判断により、適切な対応ができなかったという深い反省を忘

れることなく、中学校での全員担任制及び小学校でのチーム指

導の導入、教育相談部会の設置、学校における2学期制の導入

といった「取手市の新しい学校教育3つの取組」の定着を図る

とともに、教育総合支援センターの機能拡充など、児童生徒が

安心して過ごせる環境及び体制の整備を継続してきました。

この間、取手市教育委員会では、平成27年11月に市立中学校

生徒が自ら命を絶ったことへの追悼と深い反省を忘れることな

く、中学校での全員担任制及び小学校でのチーム指導の導入、

教育相談部会の設置、学校における２学期制の導入といった

「取手市の新しい学校教育３つの取組」の定着を図るととも

に、教育総合支援センターの機能拡充など、児童生徒が安心し

て過ごせる環境及び体制の整備を継続してきました。

16 取手市教育委員会は、平成27年11月に市立中学校生徒が自ら

命を絶ったことへの追悼と、自死の兆候に気付くことができ

ず、尊い命が失われてしまったこと、またその後の誤った判断

により、適切な対応ができなかったという深い反省を忘れるこ

となく、令和2年4月より、取手市立小中学校における「（中

学校）全員担任制」「（小学校）チーム指導」「教育相談部会シ

ステム」などの取組の推進、また、教育総合支援センターの相

談業務の充実など、令和5年4月に施行された「こども基本

法」の趣旨にも合致する、子どもの声を聴くことを大切にしな

がら子どもたちを支える体制を整えてきました。

取手市教育委員会では、平成27年11月に市立中学校生徒が自

ら命を絶ったことへの追悼と深い反省を忘れることなく、令和

2年4月より、取手市立小中学校における「（中学校）全員担任

制」「（小学校）チーム指導」「教育相談部会システム」などの

取組の推進、また、教育総合支援センターの相談業務の充実な

ど、令和5年4月に施行された「こども基本法」の趣旨にも合

致する、子どもの声を聴くことを大切にしながら子どもたちを

支える体制を整えてきました。

26 （施策の内容）

l 取手市の学校教育及び授業改善の方針の実践を図るための

学校訪問指導や授業力向上のための研修会を実施すること

により、教員の指導力向上を図ります。

l 持続可能な社会の構築に向けて、未来を担う児童生徒が自

分たち自身で環境や社会を考え、行動を起こす力を身に付

けることを目的とした、環境教育を推進するサステナブル

学習プロジェクトを実施し、探究的な学びの充実を図りま

（施策の内容）

l 取手市の学校教育及び授業改善の方針の実践を図るための

学校訪問指導や授業力向上のための研修会を実施すること

により、教員の指導力向上を図ります。

l 小規模特認校の山王小学校において、英語教育やアートの

取組を中心とした複数の教科の目標・内容を組み合わせた

合科的な指導などについての研究を行い、その成果を市内

の小中学校に広めます。
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す。

l 小規模特認校の山王小学校において、英語教育やアートの

取組を中心とした複数の教科の目標・内容を組み合わせた

合科的な指導などについての研究を行い、その成果を市内

の小中学校に広めます。

【略】

【略】


